
1. はじめに
お金で買えない価値がある─プライスレス。

こんな心温まるＣＭが、カード会社のものであ

ることに違和感を感じることはないだろうか。

今回はこのような価値の評価に関して論じるつ

もりである。しかし、まずは身近なお金の話題

から入ることにしよう。最高裁の調べによれば、

昨年の個人の自己破産申し立ては24万件に上っ

た。また、警察庁の統計によると、平成15年の

自殺者は34,427人（前年比7.1％増）。うち経済・

生活問題が原因であるのは3,654人（前年比

10.8％増。ただし、数値は遺書があり、原因が

特定できる人数。遺書なしも含めると8,897人、

前年比12.1％増）である。極端な例ではあるも

のの、少なからぬ人々が経済・生活問題に悩み

苦しんでいることを示す数字である。この例は、

生活も広い意味での経営であること、そしてそ

れが破綻する可能性と、破綻した場合の怖さを

教えてくれる。では生活経営の破綻を回避し、

より望ましいものにするためには何が必要か。

ひとつの方法は、生活の設計図を作ることで

ある。設計図に則って行動することで、目標達

成の可能性を増やしたり、リスクを減らしたり

できる。長年、人間はそのための技法を編み出

し、知恵を蓄積してきた。そこで今回は、生活

の設計図作りに関し、パーソナル・ファイナン

ス（家計財務論）という切り口で考察を行う。

その内容は以下のとおりである。

第２節では、生活設計論に関する最近の動き

を見る。第３節では、パーソナル・ファイナンス

における生活設計のための技法について、その

基本的考え方を概観する。第４節では、生活設計

という切り口で考えたときの、その技法の問題

点と対策の方向性について検討する。本稿は、各

技法の財務管理以外の分野への拡張に取り組む

ことに論点を絞り込むことにする。第５節では、

それら問題点への処方箋のひとつとして、各家

計が金銭とは異なる複数の評価尺度を持ち、具

体的に数値化してみることを提案する。生活経

営において創出する価値は金銭だけで評価でき

るものではなく、非金銭的価値を各技法の中に

取り入れる工夫が必要である。ただし、そのた
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生活の設計図
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めには個々の生活価値の明確化が不可欠となる。

2. 話題としての生活設計論
生活設計という言葉は使い古された感があ

る。しかし、最近この言葉の利用頻度が高まっ

ているようだ。例えば、電通の新聞・雑誌デー

タベース・システムを利用して、「生活設計」

というキーワードで検索する。すると、図１の

ように、去年、今年で急激に該当記事が増えて

いることが確認できる。ただし、このデータベ

ースは年々対象となる新聞雑誌の種類が増えて

おり、また、使い勝手が良くなるようにキーワ

ード設定も毎年詳しくなってきている。従って、

この数字の伸びどおりに世間の関心が高まって

いると一概に言うことはできない。とは言え、

最近、週刊ダイヤモンドが「生活大全」という

特集を組んだり（2004/8/14）、フジサンケイビ

ジネスｉが「生活設計」に関する長期の特集を

設けたりと、いろいろと生活設計に関係する話

題が目に付くようになった。

本稿はそれには理由があると考える。それを

３つの不安という形で整理してみよう。

第１に、収入面での不安がある。リストラや

自分の勤める会社そのものが破綻するリスク、

求職者にとってはなかなか好条件の職場に採用

されないという現状がある。また、公的年金制

度に対する先行き不安は、生活設計上の大きな

懸念材料となる。第２に、支出面での不安があ

る。各種税負担の増加が中長期的には予想され、

家計財務の圧迫要因となる。物価の持続的下落

という意味のデフレ下では、住宅ローン支払い

が実質的に支出増加の要因となる。またローン

支払いは固定的な支出で、生活経営上節約余地

を狭める働きをすることも要注意である。第３

に、資産運用上の不安である。言うまでもなく

金利は底這い状態で、運用余地が限られている

上、ペイオフの解禁で資産保全の必要性も増し

ている。これらは家計財務の見直しを迫る要因

である。

その影響がどの程度深刻であるかは、まさし

くケース・バイ・ケースであり、個々に見てい

くしかない。個別家庭の生活設計を検討する際、

我々は既に様々なノウハウを持ち、知識を蓄積

している。そのひとつが次節で紹介するパーソ

ナル・ファイナンス（家計財務）の技法である。

ただし、それはあくまで財務的な関心によって

構成されており、財務以外の生活すべてを包括

的に取り扱うことは想定されていない。そこで

本稿は、パーソナル・ファイナンスの技法を尊

重しつつも、家計財務の範囲外にそれを拡張す

ることを試みる。

3. パーソナル・ファイナンスの技法
に学ぶ
パーソナル・ファイナンス（以下ＰＦ）とは

「家計における財務面での情報（中略）を扱う

家計金融論ないし家計財務論とも言うべき」

（『現代生活経済とパーソナル・ファイナンス』

内田 滋, ミネルヴァ書房, 2003年）ものである。
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図１　キーワード検索「生活設計」のヒット件数
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ＰＦを主に業務の対象とするファイナン

シャル・プランナーの世界では、生活設

計、すなわちライフプランニングを以下

のように理解している。まず、ライフデ

ザインがあり、それを基礎としてライフ

プランが成立する。ライフデザインとは

個人の生き方そのものであり、彼（女）

の価値観に基づいて決定されるものであ

る。それに従って、ライフプラン、つま

り長期的な生活設計が検討される。ライ

フプランには３つの領域（生きがい、健

康、ファイナンシャル・プラン）があり、

ファイナンシャル・プランナーはもっぱ

ら、第３の領域（ファイナンシャル・プ

ラン）を充実させるための知識や技法を

有し、提案を行うこととされている。さ

らに言えば、ファイナンシャル・プラン

の内容は、ライフイベントを立てること

と、それに基づいたキャッシュフローの

管理を行うことである。そして、その目

的を効果的に遂行するためのツールとし

て、ライフイベント表、個人バランスシート、

キャッシュフロー表が用意されている。

このように、生活設計の「一部」ではあるも

のの、ファイナンシャル・プランの世界には体

系化されたノウハウが存在する。そしてそれら

は決して理解困難なものではない。本節ではこ

のノウハウを出発点として簡単に紹介し、次節

の問題意識につなげたい。

３つのツールのうち、ライフイベント表とは、

就職や結婚、出産、自宅購入など、将来の生活

で発生するであろう出来事、計画を時系列的に

並べ、全体像を概観できるようにした表のこと

を指す（例として表１を参照）。これによって人

生の計画の再確認や見直し、目的実現のための

計画、費用の明確化などが行える。また、個人

バランスシートとは、家計の中で金銭的に評価

できる資産と負債を貸借対照表のような形で表

現したものである（表２）。これによって、家計

の純資産残高の把握、資産・負債構成の適切性

確認などが可能になる。最後のキャッシュフロ

ー表とは、ライフイベントや現在の資産状況な

どを基に、長期的な家計収支や貯蓄残高の流れ

を表の形にまとめたものである（表３）。この

表を用いることによって、資金制約という視点

から見た、ライフイベント表の実現可能性を検

証することができる。さらにこの表はインフレ

率や所得の増加率など、一定の仮定や予想を基

に作成されているため、その仮定を変化させる
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  大学卒業   2256612024年 
2500万円 住宅ローン終了   定年 2155602023年 
     2054592022年 
  大学入学   1953582021年 
     1852572020年 
     1751562019年 
  高校入学 パート終了  1650552018年 
     1549542017年 
     1448532016年 
  中学校入学   1347522015年 
     1246512014年 
     1145502013年 
     1044492012年 
       943482011年 
       842472010年 
  小学校入学     741462009年 
       640452008年 
       539442007年 
890万円 マンション購入 幼稚園入園     438432006年 
       337422005年 
       236412004年 
       135402003年 
  一郎 花子 太郎 一郎 花子 太郎 

 予算 家族のイベント 各人のイベント 家族の年齢 

表１　ライフイベント表の例

3227万円 負債合計 3227万円 資産合計 

227万円 【純資産残高】  
3100万円 
０円 

【実物資産】 
　マンション 
　自動車（リース） 

 
3000万円 
 
3000万円 

【負債】 
　住宅ローン 
 
　負債合計 

 
57万円 
10万円 
60万円 

【金融資産】 
　現預金 
　国債 
　株式投信 

表２　2006年時点でのバランスシート
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ことにより、キャッシュフローの流れがどのよ

うに変化するかをシミュレートすることができ

る。このように、キャッシュフロー表は、自ら

の生活設計を合理的に策定しようとする者にと

って、非常に便利なツールである。

4. 財務的側面からの拡張可能性
生活設計のための３つのツールは、家計財務

計画において活用されるためのものであること

は既に述べた。一方、本稿での問題意識は、こ

れをもっと広い範囲の生活設計に活用できない

かということにある。本節では、そのための問

題点と対策の方向性について論じる。特に、財

務面だけでない生活価値の集計や管理方法が重

要と考え、論点をそれに絞ることとする。

キャッシュフロー表は、金銭的な収支の流れ

を把握することで、①予算制約をクリアし、借

金累増のような金銭的破綻を避ける、②生活設

計上、必要と定めた資産を特定の期日までに蓄

積するための援助を行うという機能を持つ。例

えば、年金生活に入る65歳までに3000万円の貯

蓄が必要であり、そのためには40歳代で幾ら貯

め…、といったようなプランを作成するわけで

ある。しかし、それだけで生活向上が実現する

わけではない。本来、生活向上とは、生活者の

満足感を増やすことである。つまり、評価尺度

は各人の満足感であり、それは必ずしも金銭的

な消費額や資産残高に比例しているわけではな

い。そこで、資金面での収支だけでなく、それ

で生活上の満足感がどれだけ得られるかという

ことを把握することが課題になる。

バランスシートにおける資産の取り扱いも同

様である。財務的観点で言えば、不動産などの

資産と住宅ローン残高などの負債を比較して、

純資産残高を計算することには意味がある（表

２）。資金繰りに窮するなどといった突発的な

事態に直面した場合、資産処分などの最後の手

段を講じてそれが賄えるのか、破綻せざるを得
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2467304858060662363263357251947515714013012710068767501.5％ 貯蓄 
－6272459－35－27－18－10534537601581－895131126121 年間収支 
6278488438348268188108027947567147077001583545537529 支出合計 

             890  0 その他支出（住宅頭金） 
4140403939383837363633323231313030 その他支出（レジャー） 
41404039393838373636333232313130301.5％ その他の支出（車） 
44444444444444444 保険料（損害保険） 
33444555567778     
1010131313131313131315151515151515 保険料（生命保険） 
5252515049494847464642414140   1.5％ 教育費 
0230230230230230230230230200200200200200    住宅ローン 
65646363626160595857525251501551521501.5％ 住居費 
4104043983923863813753703643593283233183143093053001.5％ 基本生活費 

03308808808808808862846831816729715701688675663650 収入合計 
                  その他の収入 
                  一時的収入 
 2500                退職金 
00000055555555535352525151501.0％ 妻のパート収入 
08088088088088088087927767616766626496376246126002.0％ 夫の給与収入 

            

ライフイベント 

222120191817161514137654321 一郎 長男 
5655545352515049484741403938373635 花子 妻 
6160595857565554535246454443424140 太郎 夫（本人） 

変動率 
2024

（単位：万円）
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表３　キャッシュフロー表の例
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ないのかというリスクの程度を把握することが

できる。または、自分が現在どの程度の遺産を

家族に残すことができるのかを確認するために

も有用である。一方、平時には、生活設計上、

貯金などの金融資産と不動産などの実物資産の

意味は異なる。金融資産を持つ場合、主に期待

されるのは金利収入という側面であろう。一方、

不動産などの実物資産は、賃貸して運用すると

いうような例を除けば、基本的に金銭的収入を

期待するものではない。利用・使用によって生

活上の満足感を得るためのものである。そこが

企業のバランスシートとの違いである。よって、

個人のバランスシートを評価する場合には、

ROA（総資産利益率）のような指標を使うこと

は適切ではない。どのような満足感を提供でき

たかといった評価が必要になるのである。

5. 生活価値評価尺度の検討
前節で述べていることは、要するに金銭表示

とは異なる、生活向上に適した評価尺度を求め、

目標の設定や、取り組みの評価などに用いよう

という提案にほかならない。しかし、それはか

なり厄介な問題であって、結論から言えば、最

善の方法は見つかっていない。例えば生活設計

上の目標を、その満足度＝「幸福」という尺度

で評価するとしよう。これを金額で表すとおか

しなことになる。我が子の笑顔を１万円と評価

した場合、それを１万円のお金と「交換」でき

るかと問われれば、普通、否と答えるであろう。

お金という尺度だけでは、その価値のすべてを

表せない。冒頭で紹介したＣＭにあるように、

それはまさしくプライスレスなのである。

このような「幸福感」を表す方法は、大きく

分ければ２つある。１つは経済学で採用されて

いるものである。経済学では「幸福感」を「効

用」という１つの尺度（次元）で表現する。し

かし、それではお金で表現したものと同様の問

題が生じるため、ある仮定を効用に与えている。

それは、効用は比較可能で順序を付けることは

できるが、加減乗除は不可能だというものであ

る。リンゴを食べるときの効用と、ミカンを食

べるときの効用は比較可能で、どちらが大きい

（より望ましい）と言うことはできる。しかし、

前者は後者の２倍の効用があるというような表

現はできない。これを序数的効用と言う（ちな

みに、加減乗除できるのは基数的効用）。また、

効用を他者間で比較することはできない。Ａさ

んがミカンを食べるときの効用と、Ｂさんがミ

カンを食べるときの効用はどちらが大きいとは

言えない。これは効用という１つの次元で表現

でき、理論的な取り扱いが容易というメリット

がある一方で、抽象的過ぎて実用に堪えない。

もう１つは、「幸福感」を多次元で表す方法

である。例えば、ある資産価値を、経済的な価

値と非経済的な価値に分けて考える。例えば生

命保険は、それを持つことで配当収入の期待と

いう経済価値を持つとともに、万が一のときの

安心という非経済的価値が得られている。世間

一般では、評価基準が複数あるというのは、あ

る意味当然のことである。実際、収益が最優先

と見られる企業でさえ、多次元評価の動きが見

られる。企業不祥事の影響もあってか、最近は

株主価値、顧客価値、社会価値、従業員価値と

いった、企業にとっての利害関係者（ステイク

ホルダー）ごとの価値創造を目指すことを明言

する企業が多くなっている。その意味で、多次

元法は現実に近いモデルではある。とは言え、

次元が複数あれば、ベクトルが異なる。従って、

単純な比較や順序付けをすることが難しい。つ

まり、生活設計上の目的である、生活向上のた
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めの評価としては使いづらい。

本稿の提案は、①多次元の評価を採用する、

その一方で②利用可能性に対する障害を克服す

るため、目的に応じた１次元化を適宜実行する、

というものである。生活設計では、理論的整合

性より実用性が優先する。定期的に見直しする

ことが前提とされている生活設計において、ア

ドホック（場当たり的）であることはそれほど

のデメリットではないだろう。何らかのルール

を明確にし、多次元の尺度に重み付けをして比

較可能にすれば、生活設計上の行動計画や成果

評価の役割は果たせる。定期的な見直しによっ

て、反省の機会を設ければ、アドホックな評価

であることの欠点は補うことができる。

それを前提に、前述のツールとの関わりを述

べると、バランスシートはあくまで財務的な安

全性を確認するためのツールである。実物資産

としての家や車は、転売して現金化するという

オプションは持っているが、生活者にとって、

それは本来的な目的ではなく、そこから得られ

る様々なサービスが重要なのである。家はお金

は生まないが一家の団欒という「幸福感」を提

供する。資産としての車も同様である。である

ならば、バランスシートのように、資産を転売

価格だけで評価することは、資産の一面しか見

ていないことになる。従って、資産負債状況が

生活の満足度にどのような影響を与えているか

に関しては、別のツールを用意しなければなら

ない。例えば、表４のように、幸福感を生み出

すポテンシャルとして資産を評価する試みが意

味を持つのではないか。キャッシュフロー表に

関しても、コストを掛けて支出した結果、どの

ような「幸福」が得られたのかを明記しておけ

ば、金銭的な支出が必ずしも幸福に比例してい

ないことが把握できる。そして、真の目的が金

銭の多寡ではなく、幸福感の増大にあることが

確認できる。その結果、生活における選択や決

断にも影響を与える可能性があろう。

6. ライフデザインの重要性
お金を管理するためのツールは生活の知恵の

蓄積であり、大いに利用することが望ましい。特

に金銭的評価に的を絞っているために、それら

は非常にロジカルで体系的である。従って、汎用

性に富み、万人に活用する機会を提供している。

しかし、注意しなければならないこともある。

それはあくまで生活設計の一部分である。家計

財務を含む、総合的な生活の設計図作りには独

自の尺度が必要である。何が自分にとって重要

な価値であり（表４のような価値基準の選択）、

さらに総合的評価をするためにどのような重み

付けを行うのか（複数価値基準のアドホックな

統合。次回言及予定）。そのためには、独自の

生活価値観を持つことが前提となる。それが、

第３節で述べた、ライフプランの基礎となる

「ライフデザイン」に通じるのである。
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住宅ローン 
注１）各価値尺度（網掛け）は独立であり、尺度間に優劣はない。 
　２）表１～３とは関係がない。 

25年 －30,000,000   －40     0  
家 50年 25,000,000 　180 250 100,000円/年のメンテ費用 
車 ６年 300,000   －10   60 100,000円/２年の追加費用 

損害保険 １年 30,000 　  50     0 月2,000円の追加出費必要 
生命保険 20年 500,000 　120     0 月5,000円の追加出費必要 

資産項目 耐用年数 
（残年数） 市場価値 欠乏充足的価値 

（安全・安心） 成長・愛情価値 備考 

表４　複数次元尺度での資産評価
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